
「
長
浜
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
　
　
　
　

最
優
秀
・
優
秀
校
が
決
定
し
ま
し
た

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５
‐
６
５
１
３
）

「ながはま絆発電。」　３団体を認定しました
問環境保全課（☎６５－６５１３）

淡海生涯カレッジ長浜校の受講生募集
問生涯学習課（☎６５－６５５２）

災害時における井戸水の使用に関する協定を締結
問上下水道課（☎６５－１６００）

　

市
内
の
小
・
中
学
校
が
取
り
組
む
様
々
な

環
境
保
全
活
動
を
評
価
し
、
紹
介
す
る
こ
と

で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
長

浜
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
小
学
校
17
校
、
中
学
校

４
校
か
ら
応
募
が
あ
り
、
生
徒
の
主
体
性
や

地
域
と
の
関
わ
り
、
創
意
工
夫
、
環
境
へ
の

効
果
な
ど
を
審
査
し
、
次
の
３
校
が
入
賞
し

ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞

　

湯
田
小
学
校

　

生
き
物
観
察
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設

置
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

エ
コ
活
動
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
、
教
科
で
学

習
し
た
こ
と
と
関
連
付
け
ら
れ
、
発
展
的
な

取
組
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
ふ
な
寿
司
づ
く
り
や
ミ
ニ
水
族

館
の
制
作
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
お
も
し

ろ
い
事
業
や
、
メ
ダ
カ
の
販
売
な
ど
独
創
的

な
事
業
の
ほ
か
、
水
草
を
堆
肥
と
し
て
花
壇

作
り
に
利
用
す
る
な
ど
、
環
境
へ
の
貢
献
が

高
い
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　

活
動
全
体
が
、
創
意
・
工
夫
さ
れ
て
い
る

点
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

優
秀
賞

　

田
根
小
学
校

　

地
域
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
認
識
で
き

る
活
動
を
推
進
。

　

活
動
は
「
地
域
の
人
か
ら
学
ぶ
」「
地
域

の
自
然
か
ら
学
ぶ
」「
地
域
に
は
た
ら
き
か

け
る
」
の
３
つ
の
柱
か
ら
な
り
、
中
で
も
、

地
域
の
人
と
取
り
組
む
花
・
野
菜
・
米
な
ど

の
栽
培
は
、
地
域
の
自
然
を
深
く
知
り
、
大

切
に
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
宝
で
あ
る
谷
口
杉
を
教
材

に
し
た
学
習
は
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
特

徴
的
な
事
業
で
す
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
テ
ー
マ
の
も
と
、
継
続

的
に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
点
を
評
価
し
ま

し
た
。

▲ふな寿司づくり（湯田小学校内）

◀
谷
口
杉
の
学
習（
谷
口
町
の
林
道
）

◀
ヨ
シ
行
け
ど
ん
ど
ん
作
戦（
琵
琶
湖
岸
）

優
秀
賞

　

び
わ
中
学
校

　

自
然
保
護
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
平
成

14
年
か
ら
「
ヨ
シ
行
け
ど
ん
ど
ん
作
戦
」
を

実
施
。
こ
れ
は
、
琵
琶
湖
の
水
質
浄
化
に
効

果
が
あ
る
ヨ
シ
群
落
の
再
生
を
目
指
す
も
の

で
、
育
苗
か
ら
植
栽
、
刈
り
取
り
と
長
期
に

わ
た
る
ヨ
シ
を
通
し
た
環
境
学
習
が
、
学
校

と
地
域
の
連
携
の
も
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
、
環
境
へ
の
貢
献
が

高
く
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
事
業
が
長
年
続

け
ら
れ
て
い
る
点
を
評
価
し
ま
し
た
。

　再生可能エネルギーを利活用した活動で、公益の増進に寄与する団体に対して敬意を表するとともに、その
内容を広く紹介することで、再生可能エネルギーの輪（絆）を市内全域に広げることを目的に、「長浜市市民団
体発電等認定制度」を設けています。
　このたび、再生可能エネルギーの普及促進や地域の防災対策、コミュニティの活性化等に貢献した３団体を
認定しました。こうした活動が市内全域に広がるよう、先進事例として紹介します。詳しくは市ホームページ
まで。

団体名 発電の種類 選定理由

特定非営利活動法人
だんらん 太陽光発電

太陽光発電で得た収入を活かし、緑化保全活動を行っている。また、
太陽光発電の啓発看板の設置、事業所のパンフレットに太陽光発電
事業のＰＲを掲載するなど、市民の環境意識の向上に貢献している。

新庄寺町自治会
太陽光発電＋蓄電池

災害時には、地域住民の一時避難所となる自治会館の防災機能向上
に努めるとともに、この設備を活用し、更なる地域コミュニティの活
性化に取り組んでいる。野上町自治会

　環境をテーマに、自然と触れ合い歴史を紐解く現地研修か
ら、市内高校での体験学習、そして大学での専門的学習を組み
合わせた、自分の学びや仲間が見つかる全16回の講座です。

※ 詳しくは市ホームページや公民館等にあるチラシをご覧く
ださい。

【期　　間】　６月18日～12月３日の土曜日　全16回
【受講要件】　18歳以上の通学可能な人
【定　　員】　30人（新規申込者優先）※多数の場合抽選
【受 講 料】　5,000円（講座により別途徴収する場合あり）
【申込方法】　 ５月25日（水）までに、①氏名（ふりがな）②年齢③

住所④電話番号を電話またはＦＡＸ、メールで右
記まで。

　市および長浜水道企業団と深井戸を所有する市内専用水道事業者との
間で、災害時に不足する飲料水の確保を目的とした協定を締結しました。
　この協力協定の締結により、原子力災害時をはじめとする大規模災害
時に不足する飲料水の給水協力が得られます。
【協定締結事業者（登録順）】
・日本電気硝子㈱滋賀高月事業場（高月町高月）
・ヤンマー㈱小形エンジン事業本部総務部（川道町）
・三菱樹脂㈱長浜工場（三ツ矢町） ▲協定締結式の様子

問・申淡海生涯カレッジ長浜校実行委員会〈生涯学習課内〉
☎６５－６５５２　 ６５－６５７１
*syougaku@city.nagahama.lg.jp

◀
地
域
を
知
る
現
地
学
習（
竹
生
島
）
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